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N e w s 1

２
０
１
９
年
９
月
14
日（
土
）、跡
見

学
園
女
子
大
学
ブ
ロ
ッ
サ
ム
ホ
ー
ル

に
て
、東
京
都
私
立
小
学
校
・
中
学
校
・

高
等
学
校
父
母
の
会 

２
０
１
９
年
度

「
私
学
振
興
拡
充
第
４
支
部
大
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
今
年
度
本

校
が
支
部
長
を
務
め
る
東
京
都
私
立

中
学
高
等
学
校
父
母
の
会
中
央
連
合

会（
以
下「
連
合
会
」）第
４
支
部
の
主

催
で
、私
立
学
校
教
育
の
一
層
の
発
展

を
目
指
し
て
教
育
費
の
公
私
間
較
差

の
是
正
を
求
め
、都
議
会
へ
父
母
の
願

い
を
訴
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
開
催

さ
れ
た
も
の
で
す
。当
日
は
、
文
京
区

選
出
の
都
議
会
議
員
２
名
お
よ
び（
一

財
）
東
京
私
立
中
学
高
等
学
校
協
会

（
以
下
「
協
会
」）
か
ら
の
来
賓
を
お
招

き
し
、会
場
に
は
３
５
０
名
を
超
え
る

父
母
が
集
ま
り
ま
し
た
。

支
部
大
会
で
は
、連
合
会
第
４
支
部

支
部
長
で
あ
る
本
校
の
川
崎
聖
朋
さ

ん
が
挨
拶
。続
い
て
山
崎
一
穎
理
事
長

が
挨
拶
の
中
で
、「
知
的
向
上
、グ
ロ
ー

バ
ル
と
言
う
な
ら
、国
公
立
と
私
学
と

の
較
差
を
な
く
す
べ
き
」と
訴
え
ま
し

た
。さ
ら
に
協
会
第
４
支
部
支
部
長
と

し
て
和
田
俊
彦
先
生
が
挨
拶
し
ま
し

た
。ま

た
、「
父
母
の
願
い
」の
朗
読
を
連

合
会
婦
人
局
委
員
の
大
森
徳
子
さ
ん

（
跡
見
学
園
）、支
部
大
会
決
議
案
提
案

を
連
合
会
評
議
員
松
尾
越
子
さ
ん（
跡

見
学
園
）が
行
い
ま
し
た
。

教
育
の
機
会
均
等
、学
校
選
択
の
自

由
は
、憲
法
に
定
め
ら
れ
た
国
民
の
権

利
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、よ
り
良

き
教
育
を
求
め
て
私
立
学
校
に
入
学

さ
せ
た
く
と
も
、経
済
的
な
理
由
に
よ

り
入
学
さ
せ
ら
れ
な
い
実
態
に
鑑
み
、

経
常
費
補
助
の
更
な
る
拡
充
強
化
や

私
立
学
校
に
対
す
る
就
学
支
援
金
制

度
に
お
け
る
支
援
金
基
本
額
の
増
額
、

生
徒
の
安
全
を
守
る
た
め
の
施
策
へ

の
支
援
措
置
の
拡
充
な
ど
が
要
望
と

し
て
出
さ
れ
、以
下
の
項
目
に
つ
い
て

決
議
さ
れ
ま
し
た
。

跡
見
学
園
に
て
「
私
学
振
興
拡
充
第
４
支
部
大
会
」
を
開
催

私
立
学
校
教
育
充
実
の
要
望
を
決
議

一
、
私
立
学
校
教
育
の
充
実
の
た
め
、
経

常
費
補
助
の
更
な
る
拡
充
強
化

一
、
教
育
水
準
維
持
・
向
上
の
た
め
の
支

援
補
助
制
度
の
更
な
る
拡
充
強
化

一
、
父
母
負
担
教
育
費
の
公
私
間
較
差
の

是
正

支
部
大
会
は
万
歳
三
唱
で
閉
会
し

ま
し
た
。

こ
の
大
会
の
後
、
10
月
８
日
に
「
令

和
２
年
度
私
学
振
興
予
算
要
望
期
成

大
会
」（
於
：
共
立
講
堂
）、
11
月
13
日

に「
私
学
振
興
全
国
大
会
」（
於
：
メ
ル

パ
ル
ク
）
が
要
望
実
現
に
向
け
て
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

「平等な教育を」と訴える
山崎一穎理事長

大会決議案を読む
松尾越子さん

「父母の願い」を朗読する
大森徳子さん

要望内容を説明する
川上裕美子先生（東京音大高）

挨拶する和田俊彦先生 挨拶する川崎聖朋支部長

第４支部の私立小中高全17校から350名を超える父母の参加者を迎え、
大会は成功裏に終わりました。

２


